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1 はじめに
学生の学修状況を客観的に把握するための指標として，学生の成績
を数値化する GPA(Grade Point Average) は，国内の 453 大学（全


















いられている OPS(On base Plus Slugging)[3]から着想を得た成績評
価指標として，式 (1)の OPS’を提案する．




























は，知的能力 (Abi)，学習意欲 (Moi)，外向性 (Ei)，他学生との友人関
係 (Fi)である．学生 iが科目 j に対して持つ属性，つまり両方にまた
がる属性は，科目への適性 (Sij)，友人の履修状況 (Ftij)，協同学習グ























































以下に履修判定の流れを示す．学生 iは選択科目 j に対して，最初に
個人の効用 Uij によって，履修判定を行う．知的能力，学習意欲，難易
度の各属性に加えて，成績評価指標による履修への影響を Met，各項
の重要度係数を α（例えば知的能力 Abi の重要度は αA），正規分布の
乱数を ij として，個人の効用 Uij を式 (2)で計算し，定められた閾値
T との比較によって科目 j を履修するかを判定する．その後，個々の
履修判定で履修しないと判定した科目 j を，友人と一緒に履修するため
に判定を覆す可能性を考慮する．そのため，外向性と科目 j の友人の履
修状況を用いた式 (3)で，友人の影響も含めた効用 U ′ij を計算し，閾値
T との比較によって最終的な判定を行う．
Uij = Met(αA・Abi + αM・Moi − αL・Lj + ij) (2)
U ′ij = Uij + αf・Ftij・Ei (3)





















(Tmax − (βA・Abi + βS・Sij + βQ・Qj + βG・Gij))k−a(5)
4©成績取得
学生は 3©で計算した各科目の理解度 Acij をもとにして，成績を取得
する．成績の計算には，項目応答理論 [9] の 3PL モデルを用いる．各
科目は L 個の項目を持っているものとし，学生の各科目の成績は項目
の正答数によって決定する．
学生 i が科目 j の l 番目の項目で正答して得点を得られる確率 Plij
は偶然に正答できる確率を示す当て推量パラメータ cl，底対数 e，定数
D = 1.701，項目の識別力 al，科目全体の理解度 Acij，項目の難易度
bl を母数として，式 (6)で計算する．













　項目 w = 1.0 0.8 0.6 0.5 0.4 0.2 0.0
Met 1.0 1.05 1.08 1.08 1.13 1.18 1.27








履修判定の閾値 T = 1.4
講義時間 Tc = 1
必要な学習時間 Tmax = 3
次に出力結果を示す．図 3は横軸に OPS’の重み w を，縦軸に全学
生の平均履修科目数（number of taking subjects）と平均原成績素点
（test score）を示す．この結果から，OPS’を成績評価指標として導入
すると，GPA(w = 1.0) を導入している現状と比べて，履修科目数は
増加し，取得成績は低下することがわかった．
図 4 は横軸に OPS’ の重み w を，縦軸に OPS’ 順位と原成績順位，
OPS’順位と GPA順位の間での平均順位変動数を示している．この結
果から，OPS’順位と原成績順位との攪乱は，w = 1.0～0.4 の間では
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